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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左上から）
　やまもと　は る とくん（６さい）
　い そ べ　たいせいくん（６さい）
　や す た　が く とくん（５さい）
　お お た　たいすけくん（６さい）
　の　　ろ　ふ う がくん（６さい）
（左下から）
　こ　　し　あ い らさん（６さい）
　むらかみ　あ い らさん（６さい）
　むらかみ　れ い らさん（６さい）
　そのむら　あ い ねさん（６さい）

柳田保育園のなかよしたち

「じょうずにかけたよ」

読者投稿
掲載ページ
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元気です！
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

深浦町町民体育館
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。軽スポーツフェスティバル
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１１９番通報の受付場所を弘前市に集約！
「弘前・西北五地域共同消防指令センター」令和８年２月運用開始

　日頃から、火災予防や救急活動にご理解、ご協力いただきありがとうございます。この度、令和８年２月から
『弘前・西北五地域共同消防指令センター』の運用が開始されます。これまで鰺ヶ沢地区消防事務組合（鰺ヶ沢
消防署・深浦消防署・岩崎分署）が受付していた１１９番通報は、弘前地区消防事務組合及び五所川原地区消防
事務組合と共同運営する共同消防指令センター（弘前市）で受付します。

共同消防指令センターってなに？
　共同消防指令センターとは、複数の消防事務組合（消防本部）が協力し
て１つの消防指令センターを設置し、各市町村の１１９番通報を一括して
受信・指令する施設です。高度な消防指令システムを導入することで、迅
速かつ効率的な消防・救急活動が可能になります。

共同消防指令センターのメリット
　１．指令時間の短縮
● 電話会社より通報者の発信地位置情報を取得し、自動で災害地点を特定します。出動指令までの時間短縮
が図られ、災害現場への到着がより早くなります。また、生命に関わる緊急度が高い事案の場合は、共同
消防指令センター管内の全救急車両等を対象とした直近選別を行います。

　２．災害に強い消防体制
● 地震や風水害などの大規模災害発生時には、通報が集中し、従来の指令体制では指令業務に支障をきたし
ておりました。共同消防指令センターでは、複数の事務組合（消防本部）の職員が連携して災害対応にあ
たるため、安定した指令業務が可能となり、応援体制もスムーズに構築できます。

　３．より正確な情報伝達
● 通報者のスマートフォン等から映像を共有できるシステムを導入します。火災の状況や、事故現場の状況
などをリアルタイムで把握できるため、より的確な指示や情報伝達が可能になります。

　４．専門性の高い指令業務
● 外国語対応が必要な場合に備え、２４時間体制で通訳に対応します。言語に困った状況でも迅速かつ的確
な指令業務が行われ、皆さんの安全を守ります。

１１９番通報
共同消防指令センターの運用が始まっても、119 番通報のかけ方はこれま
でと変わりません。落ち着いて、正確に情報を伝えてください。　

１１９番通報時の３つのポイント
　１．「火事ですか？救急ですか？」に答える
● 電話がつながったら、「火事です」か「救急です」か、まずははっきりと伝えてください。

　２．場所を伝える
● 俗称では災害場所がわかりません。住所（市町村名、番地、建物名など）を正確に伝えてください。近く
に目標物（コンビニ、大きな看板など）があれば、それも伝えると場所の特定がスムーズになります。

　３．状況を伝える
● 火事の場合：「何が燃えているか」「逃げ遅れた人はいるか」などを伝えてください。
● 救急の場合：「誰がどうしたか」「意識はあるか、呼吸はしているか」などを伝えてください。

覚えておいてほしいこと
　スマホの位置情報サービスをオンに
● 位置情報サービスをオンにしておくと、
通報場所の特定がより正確かつ迅速に
なります。

　慌てず、落ち着いて！
● 緊急時でも、深呼吸して冷静に話して
ください。

　電話を切らないで！
● 指令員が状況を把握するため、また、
出動隊に正確な情報を伝えるために、
電話を切らずに待ってください。

広報誌をご覧の皆様へ
　共同消防指令センターは、私たちの生活をさらに安心・安全にするための重要な取り組みです。
　住民の皆様のご理解とご協力が、この新しい
体制を成功させ、より強固な地域防災力の構築
につながります。ご不明な点があれば、お近く
の消防署までお問い合わせください。

【問合せ先】鰺ヶ沢地区消防事務組合　消防本部☎７２－４５２７・鰺ヶ沢消防署☎７２－２７１０・深浦消防署☎７４－２９９４・岩崎分署☎７７－２１１９

共同で指令業務を行うイメージ

弘前・西北五地域消防通信指令事務協議会
（弘前・西北五地域共同消防指令センター）
　〒036－8206 弘前市大字塩分町４番地１４
　☎０１７２－３２－５１１０
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吉
田
　
圭
希

　
　
ぶ
な
の
よ
に
天
を
あ
お
い
で
育
ち
ま
す

大
戸
瀬
　
１
年
　
小
林
　
鉄
生
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る
夏
の
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火
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る
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彼
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よ
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深
　
浦
　
２
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佳
作
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日
と
コ
ラ
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１
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や
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光
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の
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大
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瀬
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だ
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ネ
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が
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深
　
浦
　
１
年
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琶
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ス
イ
カ
割
り
友
と
の
思
い
出
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と
ば
し

深
　
浦
　
２
年
　
徳
田
　
咲
瑚

し

ら

か

み
っ

こ
こ
じ
ま

ゆ
う
た

に
い
お
か

は
な
こ

な
か
む
ら

り
あ
な

ふ
じ
た

ひ
ろ
た
だ

せ

は

が
わ
そ
う
た

や
ま
も
と

す
ず

か
わ
ぐ
ち

ゆ

め

ふ
じ
た
り
ゅ
う
の
す
け

こ
ば
や
し

さ

ら

い
わ
む
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さ
と
か

た
て
ぐ
ち

ゆ
う
き

く
ま
が
い

る

い

よ
し
た

た
ま
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こ
ば
や
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て
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し
ょ
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さ
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ざ
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と
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す
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ろ
う

お
お
さ
わ

あ
い
む

や

ぎ
は
し
ゆ
う
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ら
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と
く
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に
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
！

　軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
10
月
13
日
（
月
・
祝
）
、
ス
ポ
ー
ツ
の
日
に

合
わ
せ
て
深
浦
町
町
民
体
育
館
で
軽
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

の
町
民
が
30
人
ほ
ど
集
ま
り
、
体
力
・
運
動
能

力
調
査
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、

握
力
測
定
や
上
体
起
こ
し
、
反
復
横
跳
び
な
ど

を
行
い
、
自
分
自
身
の
体
力
・
運
動
能
力
を
測

定
し
ま
し
た
。

　
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
で
は
、
今
年
は
ラ
ダ
ー

ゲ
ッ
タ
ー
、
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
、
ユ
ニ
カ
ー
ル

と
い
う
３
種
目
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
。
教
育

課
の
職
員
に
よ
る
ル
ー
ル
説
明
を
受
け
た
後
、

２
人
１
組
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
戦
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
競
技
に
最
初

こ
そ
苦
戦
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
楽
し
み
な
が
ら

勝
利
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
３
つ
の
種
目
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
チ
ー
ム
に
は
水
筒
な
ど
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景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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仮
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史
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葉
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・
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菓
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を
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れ
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と
、
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る
ぞ
！
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お
菓
子
を
も
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、
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イ
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を
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み
ま
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供
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の
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」
の
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、
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５
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を
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。
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目の総合成績で
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生君・熊谷耀太
君ペア

◀ユニカールを
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に
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の
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に
よ
る
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を
受
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た
後
、
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人
１
組
の
チ
ー
ム
に
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て
対
戦
し
ま
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
慣
れ
な
い
競
技
に
最
初

こ
そ
苦
戦
し
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
コ
ツ
を
つ
か

み
、
チ
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ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
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な
が
ら

勝
利
を
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た
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の
種
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で
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績
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収
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第
十
九
回
白
神
童
子
深
浦
町
小
・
中
学
校
俳
句
大
会

　
こ
の
大
会
は
、
子
供
た
ち
が
深
浦
の
四
季
を
詠
む
こ
と
で
郷
土
の
自
然
を
愛
す
る
心
の
育
成
と
観
察
力
及
び
創
造
力
の
向
上
を
目
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
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中
学
校
か
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一
三
六
点
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応
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あ
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選
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６
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６
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４
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５
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介
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力
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。
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葉
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菓
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菓
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の
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　張摩みゑさんは1925（大正14）年、弘前
市生まれ。夫の国義さんと結婚し、子ども
５人、孫８人、ひ孫12人に恵まれました。
　張摩さんは、お話をするのが大好きで、施設に面談に来
たお孫さんとおしゃべりするのが一番の楽しみとのことです。
　現在は施設で生活しており、自ら作ったリハビリメニ
ューを毎日欠かさず行っていて、とても100歳とは思え
ないほど元気に過ごしているそうです。
　10月19日に100歳を迎えた張摩さんは、「家族や施設の
方々のおかげで、健康でいることができました。ただた
だ感謝でいっぱいです」と周囲の人たちへの感謝を伝え
ました。

まちか
ど

　驫木地区の「はまなす荘」に平沢町長が訪
れ、100歳になられた紀本かね子さんの長寿
を祝い、顕彰状と記念品を贈りました。
　紀本さんは1925（大正14）年東京都吉祥寺出身で、子
供7人、孫10人、たくさんのひ孫に恵まれました。
　この日、家族とともに顕彰状やお祝いの花束を受けとり、
うれしそうなお顔でうなずく紀本さん。園長から「紀本さ
んはハーモニカがとてもお上手なんですよね」と得意なこ
とを紹介されると、施設の職員に促され、大好きなハーモ
ニカを一節披露。
　この日ホールに集まった入所者の皆さんから大きな拍手
を受けていました。

紀本さん、100歳を迎える

　秋晴れの中、春に引き続き「秋の全国交通
安全運動」の街頭指導が、役場前とＪＲ十二
湖駅前の国道２か所で行われました。
　鰺ケ沢警察署、鰺ヶ沢地区交通安全協会、交通指導隊、
深浦町議会及び深浦町交通安全母の会の会員が参加し、反
射材用品や明るい色の衣服の着用促進、夕暮れ時の早めの
ライト点灯などについて、チラシと啓発グッズを配りなが
らドライバーへ安全運転を呼びかけました。

　

　

安全運転をお願いします

　 張摩さん、100歳を迎える

10／
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10
月
14
日
、
町
長
と
町
民
グ
ル
ー
プ

が
地
域
の
活
性
化
・
住
み
よ
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
な
ど
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
意
見
交
換
を
行
う
Ｆ-

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
４
回
を
迎
え
た
今
回
は
、
深
浦
ね

ぶ
た
祭
実
行
委
員
会
（
木
村
大
希
会

長
）
の
メ
ン
バ
ー
７
人
が
参
加
し
、
今

年
６
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
深
浦
ね
ぶ
た

祭
の
実
績
や
来
年
以
降
の
開
催
、
ね
ぶ

た
の
制
作
・
保
管
場
所
に
つ
い
て
な

ど
、
平
沢
町
長
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
深
浦
ね
ぶ
た
祭
実
行
委
員
会
は
、
町

内
の
有
志
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
た
団
体

で
、
今
年
の
８
月
に
開
催
さ
れ
た
ね
ぶ

た
運
行
に
向
け
、
４
月
か
ら
ね
ぶ
た
制

作
を
開
始
。
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
紙
貼
り
体
験
や
、
ね
ぶ
た
踊

り
・
ね
ぶ
た
囃
子
の
講
習
会
な
ど
、
６

年
ぶ
り
の
ね
ぶ
た
運
行
に
向
け
て
様
々

な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
中
か
ら
、
「
頑
張
れ
」

「
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
い
う
声
を

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
多
く
い
た
だ
い
て

お
り
、
紙
貼
り
体
験
や
運
行
当
日
は
予

想
を
超
え
る
人
数
が
集
ま
っ
た
と
の
こ

と
で
し
た
。
し
か
し
、
ね
ぶ
た
制
作
の

経
験
者
不
足
や
運
行
当
日
に
予
定
し
て

い
た
コ
ー
ス
を
回
り
切
れ
な
か
っ
た
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
年
の
活
動
に
つ

い
て
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
来

年
度
以
降
も
実
施
す
る
た
め
に
、
制
作

場
所
の
確
保
や
環
境
改
善
、
ね
ぶ
た
の

保
管
場
所
、
制
作
や
運
行
に
係
る
費
用

に
つ
い
て
な
ど
、
町
に
も
協
力
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
ま
た
、
紙
貼
り
体
験
だ
け
で
は
な
く

ね
ぶ
た
制
作
全
体
を
体
験
で
き
る
よ
う

な
取
組
や
岩
崎
地
区
・
大
戸
瀬
地
区
の

子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
方

法
、
運
行
路
へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど

の
出
店
な
ど
、
来
年
度
以
降
、
よ
り
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
平
沢
町
長
は
「
深
浦
ね
ぶ
た
祭
実
行

委
員
会
の
よ
う
な
団
体
が
育
ち
、
輪
が

広
が
っ
て
い
く
の
は
理
想
的
な
形
。
来

年
度
以
降
の
開
催
に
向
け
、
町
と
し
て

協
力
で
き
る
部
分
は
協
力
し
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　
９
月
16
日
、
役
場
２
階
中
会
議
室
に
お

い
て
「
深
浦
町
移
住
者
意
見
交
換
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
は
、
移
住
者
の
方
々
の
意
見
を
伺

う
こ
と
で
、
地
域
の
魅
力
や
課
題
を
再
発

見
し
、
今
後
の
地
域
づ
く
り
や
移
住
者
同

士
の
交
流
促
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
次
の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
交
通
に
関
す
る
課
題

②
若
者
の
出
会
い
の
場
と
婚
活
支
援
に
関

す
る
こ
と

③
地
域
経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
と

⑤
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
情
報
提
供
に
関
す
る

こ
と

　
交
通
に
関
す
る
課
題
で
は
、
「
バ
ス
停

が
道
路
の
片
側
に
し
か
設
置
さ
れ
て
い
な

い
箇
所
が
あ
り
、
移
住
者
や
観
光
客
が
ど

ち
ら
の
方
向
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
ず
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
」
、
「
手

を
挙
げ
て
バ
ス
を
停
め
る
と
い
う
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
が
十
分
に
周
知
さ
れ
て
お
ら

ず
、
乗
り
過
ご
し
て
し
ま
う
」
と
い
っ
た

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
の
終
了
後
に
は
、
参
加
者
か
ら
「
大

変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

初
開
催
！
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浦
町
移
住
者
意
見
交
換
会
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　張摩みゑさんは1925（大正14）年、弘前
市生まれ。夫の国義さんと結婚し、子ども
５人、孫８人、ひ孫12人に恵まれました。
　張摩さんは、お話をするのが大好きで、施設に面談に来
たお孫さんとおしゃべりするのが一番の楽しみとのことです。
　現在は施設で生活しており、自ら作ったリハビリメニ
ューを毎日欠かさず行っていて、とても100歳とは思え
ないほど元気に過ごしているそうです。
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方々のおかげで、健康でいることができました。ただた
だ感謝でいっぱいです」と周囲の人たちへの感謝を伝え
ました。

まちか
ど

　驫木地区の「はまなす荘」に平沢町長が訪
れ、100歳になられた紀本かね子さんの長寿
を祝い、顕彰状と記念品を贈りました。
　紀本さんは1925（大正14）年東京都吉祥寺出身で、子
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　この日ホールに集まった入所者の皆さんから大きな拍手
を受けていました。

紀本さん、100歳を迎える

　秋晴れの中、春に引き続き「秋の全国交通
安全運動」の街頭指導が、役場前とＪＲ十二
湖駅前の国道２か所で行われました。
　鰺ケ沢警察署、鰺ヶ沢地区交通安全協会、交通指導隊、
深浦町議会及び深浦町交通安全母の会の会員が参加し、反
射材用品や明るい色の衣服の着用促進、夕暮れ時の早めの
ライト点灯などについて、チラシと啓発グッズを配りなが
らドライバーへ安全運転を呼びかけました。
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『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

夫婦間や家族のけんかを子どもに見せていませんか。
　夫婦げんかや家族のけんかを子どもが見聞きすることは、心に外傷を与える心理的虐待にあたります。

・恐ろしい表情
・怒鳴り声
・叫び声
・暴言・暴力
・物を壊す音　など

・不安や心配が大きくなる
・親を怖がる
・自分は悪い子だと考える
・自己肯定感が低くなる　　　など

さらに、子どもがストレスを受け続けると…
●心身　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●行動
　・夜眠れなくなる　　　　　　　　　　　　　　　・友達とうまく遊べなくなる
　・体の調子が悪くなる　　　　　　　　　　　　　・けんかや暴力が増える
　・落ち着きがなくなる　　　　　　　　　　　　　・学校・保育園に行きたがらない　など
　・気持ちがコントロールできなくなる　など　　　　　

　　将来的には、不登校、うつなどの病気の原因になることもあります。

　子どもの成長や発達に悪い影響を与えてしまいます。
（脳にダメージを受けています。）
　もし、夫婦、家族間で意見が合わない時は子どものいない場所や時間帯で話をする場を設けてみる
のはどうでしょうか。
　また、子育ては一人では抱え込まず、困った時は悩まないで、親自身がSOSを出すことが大切で
す。子育てやお子さんのこと、家族の不安や悩みがありましたら、健康推進課までご相談ください。

問合せ先　深浦町 健康推進課　
電話　82-0288
Mail　fukaura-health01@town.fukaura.lg.jp

　深浦町公民館では町村合併20周年記念事業として、家庭教育事業「キッズフェスティバル」を９月
28日（日）に深浦町公民館で開催し、幼児を持つ親子や小中学生スタッフなど総勢100人が参加し、
会場は大賑わいでした。
　この事業は、誰でも気軽に参加でき、親子のふれあいはもちろんのこと、親同士や地域のつながりを
持つことによって、親としての学びや子育ての支え合い（家庭を孤立させない）が生まれることを目的
としています。
　また、小中学生がボランティアスタッフとして地域社会や他者に貢献する活動を行うことで、積極性
や思いやりの心を養うことも狙いとしています。
　オープニングのみよし保育園児によるマーチング・お遊戯から始まり、元気運動・牛乳パックコマづ
くり・お菓子づくり・絵本の読み聞かせ・ほほえみ（ハロウィンおばけの壁飾づくり）の５つのコーナ
ーでボランティアスタッフと一緒に親子で楽しんでいました。

11月は児童虐待防止推進月間です。

子どもはこん
なことを思って
います…

町村合併20周年記念事業  キッズフェスティバル開催!町村合併20周年記念事業  キッズフェスティバル開催!

みよし保育園児のマーチング
「見事な演奏、素晴らしい！」

牛乳パックコマづくり　「上手にできた！」元気運動コーナー　
「元気に走り回る子供たち」

お菓子づくり　「美味しくな～れ♡」 ほほえみ（ハロウィンおばけの壁飾づくり）
「可愛いおばけの出来上がり！」

子ども司書による読み聞かせ
「だんだん物語の中へ・・・」

フリーの「ぬり絵コーナー」も大人気！
「お母さんも一緒に楽しくぬりぬり」

　参加者の声
・どのコーナーも魅力的でいろんな体験ができてとても楽し
かったです。

・小中学生のお兄さんお姉さんがとても親切で一緒に遊んで
くれて楽しかったです。

・楽しいイベントなのでもっとたくさん参加してもらえれば
いいのに（大戸瀬・岩崎地区の参加者が少ないと思いまし
た）。

・他の地区の親子との交流ができて良かった。（子ども達は
仲良く一緒に遊んでいた）

※スタッフのみなさん、ご協力ありがとうございました。
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『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより
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防 災 コ ー ナ ー防 災 コ ー ナ ー
　いつ起こるかわからない大地震や風水害などの災害に備え、ご家庭での非常備蓄品の準備をお願いし
ます。（出典：青森県防災ハンドブック）

　深浦町では避難所として各地区の集会施設(町内全30箇所)を中心に食料の配備を行っていますが、災
害時においては、外出の危険性、ライフラインの寸断あるいは流通機能の低下などによる物資の不足と
いった状況が懸念されることから、町民の皆さまが日頃から必要な物資などを備えておくことが重要と
なります。
　（詳細は下記URLもしくは二次元コードから）
　https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kikikanri/bousai/bosai_handbook.html

■出　　　　典　　青森県危機管理局防災危機管理課　「あおもりおまもり手帳」　
　　　　　　　　　P94・P95
■問い合わせ先　　総務課消防防災係　☎0173－74－2112（直通）

【福祉課　子育て支援係】
　今回は福祉課の子育て支援係が担当している認定こども園・保育所（園）などについて紹介します。

◆認定こども園・保育所（園）について
　認定こども園とは・・・幼稚園（１号認定）と保育所(園)（２号・３号認定）の機能や特徴を合わせ
持った施設です。
　保育所（園）とは・・・保育所（園）は、保護者が就労や病気、親族の介護などにより、子どもを家
庭で保育できない場合に、保護者に代わって保育することを目的とする施設です。（２号・３号認定）
したがって、保育を必要とする事由が必要です。

〇認定こども園・保育所（園）の紹介

〇入所（園）申込について必要な手続き（生後６か月から可能）
　新たに入所希望の方…給付認定申請書兼保育利用申込書、児童の健康状況調査、保育の必要性を証明
する書類（父母各１枚ずつ）
　継続利用の方…現況届、保育の必要性を証明する書類（父母各１枚ずつ）
【保育の必要性を証明する書類】
・会社員、公務員等、自営従業事者、農業・漁業従事者、内職従事者⇒就労証明書
・妊娠、出産⇒母子手帳のコピー
・疾病、傷害、親族等の介護、看護⇒医師診断書、障害手帳のコピー、介護申立書
・就学、職業訓練等⇒在学証明書や学生手帳等
・就職活動⇒求職活動申立書
書類提出先…希望する保育施設、役場福祉課、大戸瀬支所、岩崎支所

〇保育の必要性の認定（教育・保育給付認定）

〇保育料、副食費、主食費について
　保育料…児童と同一世帯に属して生計を一つにしている父母の扶養義務者の町民税により算定。
　副食費…令和６年10月より1号認定及び2号認定のお子さんの副食費が無料となりました。
主食費…令和７年７月より保護者の経済的負担を軽減するため、主食（ご飯、麺、パン）にかかる費

用を補助し、全施設園内炊飯で温かいご飯を提供しています。

◆深浦町出産祝金について
　子育てにやさしい環境づくりを推進するとともに、子育て世代の定住促進及び保護者の経済的負担の
軽減に寄与することを目的とし、新生児１人につき10万円を支給します。
　申請書類…出産祝金申請書、通帳のコピー
　申請期限…支給対象児の出生の日から１年以内

　■問合せ先　福祉課　TEL　74－2117

役場の窓口を紹介します役場の窓口を紹介します

青森県防災ハンドブック
公式マスコットキャラクター
「おまもリス」です

施設名

えの木保育園
きらら保育園
めぐみ子ども園

認定こども園柳田保育園
青い鳥保育園

認定こども園みよし保育園

保育所
保育所

こども園（幼保）
こども園（保）
こども園（保）
こども園（保）

74-3431
77-2824
76-2039
76-2123
74-2737
74-3951

15
15
10
5

20
30
10
20
10
20

〇
〇
〇
〇
〇
〇

施設の種類 電話番号 定員
１号 ２・３号 送迎

認定区分 対象児童 利用時間 利用先事業所 保育料 副食費

－

－

〇

無料

無料

－

１号認定（教育標
準時間認定）

満３歳以上の就学前のお
子さん（２号認定を除く）

幼稚園
認定こども園
保育所
認定こども園

各事業所が設定する４
時間
保育標準時間　11時間
保育短時間　８時間
※保育を必要とする事
由により異なります。

保育所
認定こども園

満３歳以上で、保育を必
要とするお子さん
満３歳未満で、保育を必
要とするお子さん

２号認定（満３歳
以上・保育認定）
３号（満３歳未満
・保育認定）
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ＲＡＢラジオは
ＡＭ からＦＭ へ

青森県内FM局とカバーエリア

　青森放送を含む全国の多くの民放AMラジオ局は2028年秋までにFM局への転換を予定していま
す。災害時の命を守る情報の伝達やビルが林立して聴きづらい都市型難聴を解消する「放送ネット
ワーク強靭化」のためです。RABラジオは2026年１月からAMラジオ放送の運用を休止し、FM放
送とインターネットラジオ「radiko」を通じてラジオ番組を県内全域にお届けします。
　青森放送のFM局は、青森・弘前地区（91.7MHz）、八戸・十和田地区（92.7MHz）、野辺
地・陸奥湾地区（93.2MHz）、大間・下北地区（78.8MHz）でお聴きいただけます。
　休止するAM局と日時は、弘前局（1215kHz・1月18日～）､野辺地局（1062kHz・１月25日
～）､青森局（1233kHz・２月１日～）､深浦局（1485kHz・２月１日～）､八戸局（1485kHz・
２月８日～）､十和田局（1485kHz・２月８日～）です。生放送番組『らじ丸にっち！』内で告知
を行い13時に運用を休止する予定です。

青森・弘前地区
（2017年開局）
91.7MHz

八戸・十和田地区
（2017年開局）
92.7MHz

野辺地・陸奥湾地区
（2020年開局）
93.2MHz

大間・下北地区
（2021年開局）
78.8MHz

▼詳しくはこちらから
・ホームページと問い合わせフォーム

・問い合わせ専用ダイヤル
☎017-752-8402
（受付時間）　11時～12時、13時～16時（平日）青森放送

公式サイトはこちら

グットイグナル
  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

F-ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

平沢町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。

LINE 公式アカウント

9：00～11：30

３：00～５：30

午
前
午
後

月 火 水 木 金 土 日 祝日
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12:00まで

TEL:0185-74-6788
〒018-2673　八峰町八森字中家後４番６

たむら歯科
院長　田村　誠

日／祝

登録者募集！登録者募集！
あおもりマッチングシステム「AI(あい)であう」は、あお
もり出会いサポートセンターが運営する結婚を前提とした
出会いを希望する方のためのマッチングシステムです。
深浦町では、町民の方の利用登録料の全額助成を行ってお
り、登録を支援しています。
詳しくは役場総合戦略課ま
でお問い合わせください。
※18歳未満の方はこのシス
　テムを利用できません。 ■問合せ先

　総合戦略課　℡74-2122
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ＲＡＢラジオは
ＡＭ からＦＭ へ
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編・集・後・記

《10月末日現在》（　）内は前月比
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～夕焼けに描く　ぼくの・わたしの夢～

◆対　　象　令和７年12月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】

「元気に育ってね！」など）
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③

性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は11月27日㈭です。

こんなに

元気です！

12月生まれのお子さんの写真を
募集します！
12月生まれのお子さんの写真を
募集します！
12月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

子どもを受動喫煙から守る！

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左上から）
　やまもと　は る とくん（６さい）
　い そ べ　たいせいくん（６さい）
　や す た　が く とくん（５さい）
　お お た　たいすけくん（６さい）
　の　　ろ　ふ う がくん（６さい）
（左下から）
　こ　　し　あ い らさん（６さい）
　むらかみ　あ い らさん（６さい）
　むらかみ　れ い らさん（６さい）
　そのむら　あ い ねさん（６さい）

柳田保育園のなかよしたち

「じょうずにかけたよ」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

深浦町町民体育館
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。軽スポーツフェスティバル


